
【取組内容】 クラスルームでロケーションフリーに連絡事項を共有

札幌市立中央中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

（従来）職員室の学年ホワイトボードに連絡をまとめていた

学年教師クラスルームの一例 【短学活での生徒への連絡事項】
担任はこの情報を確認し、生徒に伝達
→クラスルームなら教員用端末で教室でも確認できる！
（校務支援システムだと職員室でしか確認できない）

【先生方への連絡】
大人の動き、その他を伝達

【コメントに誰でも入力可能】
・全体の朝打ち合わせの内容伝達
（副担任の先生への情報共有）

・他の先生からの追加連絡
（外出の予定、委員会活動等について）
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（現在）学年教師クラスルームに連絡事項を入力しておくことで、
教員が誰でも、いつでも、どこでも情報を発信、確認することができる！

先生方に連絡事項等が伝わりにくいなぁ。なにか良い方法はないかなぁ。
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